
平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)

（農林課）

413 413

（農林課）

252 252

（農林課）

337 189 148

（農林課）

4,996 2,508 2,488

（農林課）

638 638

（農林課）

121 121

（農林課）

124 124

農林行政対策事業

農業後継者養成対
策

久米農村広場維持
管理事業

イノシシ等被害防止
対策事業

農業博覧会記念人
材育成事業

農業振興対策事業

農業近代化資金利
子補助事業

事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

倉吉農業振興協議会開催。指導農業士活動支援。特産物販売ＰＲ

倉吉市に住所を有する者の被扶養者で、鳥取県立倉吉農業高等学校又は鳥取県立農業大学校に
在学し、学業成績良好で、心身共に健全な者に対して奨学資金を給付し、農業後継者としての人材
を養成する。

農業近代化資金を借り受けた農家に対し、利子負担の軽減を図るため利子補助をし経営安定を図
る。

農業者の健康及び福祉を増進するとともに、地域住民の相互交流による連帯意識の高揚を図り、もつ
て農業の振興に資することを目的とする。

イノシシ等有害鳥獣の捕獲、その被害を防ぐ施設の設置又は捕獲奨励金の交付を支援し、鳥獣被害
の防止を図る。

市制４０周年記念事業　倉吉市農業博覧会を記念し、農林業及び商工業の後継者の確保と人材育成
を目的とした企画に対し補助する。

鳥取県農業信用基金協会出資金等
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

1,799 1,799

（農林課）

1,012 506 506

（農林課）

372 372

（農林課）

2,257 2,257

（農林課）

783 745 38

（農林課）

40,381 26,914 13,467

（農林課）

924 924

特定野菜等価格安
定対策事業

農業振興地域整備
促進事業

果樹振興対策事業

21世紀水田農業確
立対策事業

健康農園維持管理
事業

農業経営体総合支
援事業

特定野菜等が価格低迷した場合、野菜価格安定基金協会が行う価格差補給金を資金造成する。
鳥取県の振興すべき野菜が一定基準を下回った場合、価格差補給を行う。

効率的かつ安定的な農業経営及びこれを目指した経営改善に取り組む農業経営者を育成・確保し、
地域農業の健全な発展を図る。

倉吉農業振興地域の整備計画の策定及び農用地利用計画の変更（農振除外）を行う。農業と農業以
外の部分との土地利用調整及び農業振興を図る地域についての農業上の土地利用、その他農業振
興地域に関する総合的な計画の樹立のため、１７年度に整備計画書の策定（全体見直し）する。

意欲ある農業者等が行う創意工夫を生かした取り組みについての計画の実現を支援することにより、
元気な農業者等を育成し、地域農業の振興、活性化を図る。

価格低迷により生産意欲が低下している梨生産農家に対し、販売促進費を助成し、経営負担を軽減
しながら生産意欲の高揚を図る。

チャレンジプラン支
援事業

大豆生産農家に対し、大豆の出荷実績（大豆共同乾燥施設利用実績）に応じて出荷奨励金を交付
し、大豆生産の振興を図る。

市民が土と自然にふれあう場を提供することを目的とする。 事業内容としては、健康農園について、
土地所有者との土地賃貸借契約、入園者との利用契約、健康農園維持管理業務等。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

600 600

（農林課）

4,350 2,174 2,176

（農林課）

674 186 488

（農林課）

1,625 1,625

（農林課）

586 586

（農林課）

240 240

（農林課）

106,268 75,824 30,444

農地賃借料助成事
業

スーパー総合資金
利子補助事業

果樹等経営安定資
金利子補助事業

災害対策資金利子
補助事業

生産部育成推進事
業

規模拡大農業者支
援事業

地元特産品等の生産を行う生産部に対し販売促進対策、新技術導入等の取り組みに対する活動の
一部を助成する。

果樹等経営安定資金を借り受けた農家に対し利子負担の軽減を図るため利子補助をし経営安定を
図る。

就農認定を受けた新規就農者に対し、就農時農地を借り受けた場合その賃借料を助成して、就農初
期の負担軽減を図る。

認定農業者が３年以上農地を借りて規模拡大をする場合に、助成金を交付する。

平成１６年台風１８号等による被害を受けた農業者が農業経営維持安定資金を借り受けた場合、末端
金利を０％とし農業者の負担軽減を図る。
台風等の自然災害により被害を受けた農業者が次年度以降の再生産資金を借り受けた場合の利子
負担軽減を図る。

農業経営基盤強化資金を借り受けた農家に対し利子負担の軽減を図るため利子補助をし経営安定
を図る。

自然的、経済的、社会的条件が不利な中山間地域の耕作放棄の防止、農地の持つ多面的機能の確
保を図ることを目的とし、７０集落と協定を締結している。農地を守る直接支

払事業

3 ページ



平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

207 103 104

（農林課）

3,319 3,319 0

（農林課）

5,830 5,830 0

（農林課）

20 20

（農林課）

42 42

（農林課）

920 920 0

（農林課）

257 257

二十世紀梨再生促
進事業

新農業構造改善事
業

畜産振興総合対策
事業

経営構造対策事業

畜産経営改善事業

会員相互の情報交換・連携をはかり、効率的かつ安定的な農業経営の育成と農業及び農村の振興を
促進する。

当該事業により整備した施設の利用状況や導入時に設定した目標について点検・評価を行うことによ
り、効果的かつ安定的な経営体が地域農業の相当部分を担う望ましい農業構造を確立する。

数量調整円滑化推
進事業

地産地消推進事業

市内の和牛生産農家の改良意欲の高揚と飼養技術の向上及び普及を図ること並びに、社団法人畜
産推進機構の活動への支援を目的とする。畜産共進会への出品者への報償金の執行による支援を
行っている。また、社団法人畜産推進機構への負担金の執行によりその活動の支援を行っている。

地元農産物の学校給食への供給体制整備を行い地産地消を推進する。

梨生産農家に対し①生産意欲の向上、梨再生に向けての運動の展開②新規参入促進③生産安定、
省力化のための基盤整備④流通販売体制の整備　などの総合的な対策を行い、梨生産の一層の発
展を図る。

平成１６年度から米の需要調整が、米を生産しない面積を調整する方式から米の生産数量を調整す
る手法に転換されたことに伴い、米の数量調整の円滑推進を図る。

優良な肉用育成雌牛を購入するため基金造成をしている農業協同組合に対し、事業実施計画に基
づく補助金を交付することにより、市内における産肉能力等の高い畜種の生産確保と改良増殖の促進
を目的とする。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

565 565

（農林課）

300 300

（農林課）

1,200 715 485

（農林課）

1,000 870 130

（農林課）

210 210

（農林課）

723 723

（農林課）

3,279 135 3,144

肉用牛生産増殖対
策事業

養豚衛生対策事業

優良乳用牛購入資
金貸付事業

豚の体外伝染病予防（口蹄病、ｵｰｴｽｷｰ、豚ｺﾚﾗ、TGE）のために消毒を実施し、衛生予防管理をは
かることを目的とする。そのため、養豚一貫経営農家、養豚繁殖経営農家の豚舎内外の消毒及び、消
毒施設を設置した団地を徹底防除するための消毒剤配布について補助を行う。

地域の和牛改良・振興また繁殖農家の所得向上をはかることを目的とする。その目的達成の第１歩と
して、第９回鳥取全共へ出品することを目標とする。生産者個々の意識改善、また、地域和牛の振興
のため、県外から導入した優良雌牛についての飼養管理費の補助、及び、確実な育種価を算出する
ための補助を行う。

事業対象地域の農業経営の安定向上及び当該地域の農業の活性化を図ることを目的とする。

市内産和牛の子牛評価の向上を目的とし、事業団精液等の使用による、優良な繁殖・肥育素牛の生
産をはかる。期待される事業効果として、子牛評価の向上による生産基盤の維持、子牛価格の向上に
伴う農家所得の安定・向上がある。

優良子牛生産対策
事業

市内の和牛繁殖農家の規模拡大と頭数の維持・確保に努め、繁殖経営の健全な発展をはかることを
目的とする。そのため、市内の肉用牛繁殖農家が優良な雌子牛を自家後継牛として本人取り及び導
入した場合に対して助成する。

優良な繁殖用雌牛子牛の購入農家に対して資金貸付することにより、産肉能力等の高い畜種の生産
確保と改良増殖の促進を目的とする。優良雌子牛購入資

金貸付事業

優良な乳用牛の購入農家に対して資金貸付することにより、乳用雌牛の品質及び乳量、乳質の向上
を目指し、酪農振興をはかることを目的とする。

第９回全国和牛能
力共進会対策事業

小規模零細地域営
農確立促進対策事
業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

200 200

（農林課）

15,521 15,521

（農林課）

6,157 6,157

（農林課）

8,668 7,800 868

（農林課）

134 134

（農林課）

413 206 207

（農林課）

659 659

打吹山森林浴の森
全国協議会

森林整備担い手育
成対策事業

林業労働者福祉向
上推進事業

森林浴の森を有する関係団体がお互いの連携を深め、各地域の緑豊かな優れた個性と魅力を保持
し、活用、発展させることにより、人々に豊かな心を育て国土の国際的モデルづくりを進めるとともに
「緑維新」の国民運動を推進する。

適正な森林施業の推進、林業生産性の向上、地域交通の改善、地域産業の振興などを目的に、県営
林道山守矢送線の開設、整備を行う。

森林整備の担い手である林業労働者が年々減少している現状において、森林組合及び認定事業体
（労働力の確保に関する法律に係る改善計画の認定を県知事から受けた林業事業体）が雇用する者
の社会保険料掛金について助成することで、林業労働者の生活の安定と福祉の向上を推進し、森林
整備の担い手を育成する。（対象は、新規就労後３年以内、年間１５０日以上就労）

林業労働者の最低限の身分保障を行い労働者の確保を図り、ｌ森林の健全な育成を資するため、林
業労働者共済年金掛金助成に必要な経費について、林業就労促進基金造成時の出損割合に応じて
負担する。

広域基幹林道整備
事業

広域基幹林道円谷広瀬線の有効利用と適正な維持管理を行い、沿線林野の林業振興を図ることを目
的として設置された「広域基幹林道円谷広線線緑を守り育てる会」の負担金。

林業振興を図るためには、地域に住み森林から恩恵を被る人々の森林への関心をむけてもらうなど、
林業施業者だけではない施策が必要であるが、こうした林業振興を目的とする全般的施策。

森林は国土保全、水源のかん養等公益的機能を有するため、森林の持つ多面的機能を発揮させるた
め林道の維持管理に努め、森林整備の促進を図る。林道維持管理事業

林業行政対策事業

林業経営改善事業
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

2,080 1,300 780

（農林課）

551 551

（農林課）

3,199 1,650 1,549

（農林課）

65 65

（農林課）

25,365 18,814 6,551

（農林課）

1,619 1,214 405

（農林課）

3,860 3,400 460

森づくり作業道整備
事業

造林事業

森林病害虫等防除
事業

しいたけ生産意欲
向上対策事業

森林整備地域活動
支援交付金事業

生きがい林業促進
事業

市行造林事業

１施行地０．１ha～0.5ha未満の小規模な森林施業を行う森林所有者を助成することにより、林家の自
立を促し、山離れを防ぎ自発的な森林整備を推進する。

森林資源の造成を期することを目的とする。市と土地所有者とで地上権設定契約（設定　60年）を締結
し、市が植林、保育等業務を行い、伐採等により生じた純収益については市と所有者と分収（市：60％
所有者：40％）する。市行造林地…造林年度 S48～H3　200ha）

本県のしいたけ品評会は、しいたけ生産技術の改善、品質の向上並びに消費拡大等を目的に開催
するもので、その会の負担金。

平成１４年度～１８年度事業。森林整備のための地域の取り組みを推進するための処置として、交付
金を交付することで、森林施業の実施に不可欠な森林の現況の調査その他の地域活動を支援する。

小規模な森林所有者に対し、作業道整備の道を開くことにより、健全な森づくりへの積極的な取り組
みを促進し、労働負荷や搬出コストの低減を図る。

松くい虫による被害が高度公益機能森林等へ及ばないよう、高度公益森林等の周辺森林の樹種を松
以外の樹種へ転換し、高度公益森林等の被害防止帯を形成する。

松くい虫を駆除するために、被害木の伐倒駆除を行う。対象森林は地区保全林
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（農林課）

140 140

（農林課）

1,034 689 345

（農林課）

310 310

（農林課）

2,699 2,699

（農林課）

259,298 142,157 11,200 2,654 103,287

(農村整備課）

5 5 0

(農村整備課）

50,611 571 50,040

地域養殖業振興事
業

河川資源増殖対策
事業

大山池ふれあい広
場等維持管理事業

都市農村交流推進
事業

小計

ふるさと農村活性化
基金積立金

集落排水事業推進
基金積立金

大山池ふれあい広場等管理維持

２名以上の協業者が地域の特産物、未利用資源、観光資源等を活用し、新たな事業機会を創出し地
場産業起こしを行う者に対し事業費の１／１０又は１０万円のどちらか低い額を助成する。
モデル地区の体験イベントを紹介ＰＲし、参加者を募集する。

市内養殖業を育成するため、意欲を持って養殖を営もうとする者に対し、養殖施設の整備や販売に係
るPR活動等について支援することで市内養殖業者の創造、育成をはかるとともに、水産物の安定供給
と地域振興に資することを目的とする。

天神川水系における魚資源の維持培養を行うことにより内水面振興に資することを目的とする。

ふるさと水と土保全対策事業により地方交付税措置
基金を造成しその運用益等を活用し、集落共同活動を促進、農村の活性化を図る。

集落排水事業の資金に充てるため、鳥取県からの交付金及び基金から生じる利子を積み立てる。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

(農村整備課）

4,609 726 3,883

(農村整備課）

6,748 6,748

(農村整備課）

89,594 4,100 85,494

(農村整備課）

273,996 33,922 240,074

(農村整備課）

45,255 29,388 100 15,767

(農村整備課）

13,234 8,582 2,402 2,250

(農村整備課）

3,500 1,750 700 700 350

農村環境改善セン
ター管理事業

農業集落排水事業
特別会計繰出金

農村総合整備モデ
ル事業

土地改良事業費

地籍調査事業

単県農業用用排水
路施設整備事業
（志津地区）

団体営基盤整備促
進事業（北面）

農村総合整備モデル事業実施要綱に基づいて実施する事業に要する経費に対し、市長が必要と認
める団体等に補助金を支払う。

農業用排水路の維持管理、原材料支給、土地改良事業費補助金(債務負担)、土地改良事業等負担
金
維持管理と基盤整備を行い農業経営者の労働力軽減と担い手農家の育成を図る。

集落排水事業に要する費用のうち、国・県補助金、起債、受益者負担金、施設使用料等でまかなえな
い費用に充てるもの。

農村環境改善センターを利用する農村在住者を対象に利便性・満足度を高めながら農家生活の改
善、農村在住者の健康を増進する。

・地籍図根三角測量（Ｃ工程）地籍図根多角測量（Ｄ工程）一筆地測量（Ｆ１工程）面積測定（G工程）
地籍図作成（F-2工程）複図作成（H工程）
・ 調査面積（倉吉）0.66K㎡（関金）2.54K㎡
・土地の所有、利用関係を明らかにし、地籍の明確化を図り、土地行政の基礎資料とするとともに、公
租、公課等負担の公平化、土地に関する紛争の防止、その他多目的に調査成果を活用することを意
図している

農業用用水路整備工事L=13ｍ
埋設用水路のヒューム管が土圧で破損し道路側が陥没を起こしているため、用水確保と道路通行の
安全を図るため早急に管暗渠の改修を行う。

H16～H17年度国庫補助事業
農業用用水路工事L=520m、暗渠排水工事A=0.5ha、樋門設置１箇所
水路の底張と樋門改修及び暗渠排水の整備をし、国土保全（災害防止）と農業経営の安定を図る。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

(農村整備課）

6,000 3,000 1,300 1,200 500

(農村整備課）

3,200 1,600 700 640 260

(農村整備課）

4,000 2,000 900 800 300

(農村整備課）

1,500 750 300 300 150

(農村整備課）

1,000 500 200 200 100

(農村整備課）

800 400 100 160 140

(農村整備課）

36,936 36,936

単県農用地の改良
及び保全事業（広
瀬地区）

農道維持管理事業

単県農用地の改良
及び保全事業（栗
尾地区）

単県農業用用排水
路施設整備事業
（生竹地区）

単県農業用用排水
路施設整備事業
（北野地区）

単県農道整備事業
（古川沢地区）

単県農用地の改良
及び保全事業（三
江開田地区）

農業用用水路整備工事Ｌ=24ｍ
民家の裏側を流れている農業用用水路の法面が、山からの湧水と水路の越流水により法面崩壊を起
こしているため整備を行う。

農道舗装工事Ｌ=255ｍ
通行車両の安全と段差を生じた路面通行による荷傷み防止を図るため舗装改良を行う。

農業の生産性の向上、農産物の流通の合理化等のため農道の維持管理を行う。市管理農道のうち、
県から管理委託を受けている農道の除草業務等をシルバー人材センターに、土地改良区から管理委
託を受けている農道の維持管理業務を保全センター及び土地改良区にそれぞれ委託し、市としては
安全施設の補修程度を行っている。

暗渠排水工事Ａ＝1.0ha
湧水により作物の育成に悪影響を与えているため、暗渠排水を整備し乾田化を図り、営農経営の安
定化を図る。

農業用用水路整備工事Ｌ=106ｍ
水路洗掘、通水障害を起こし、沿線の農地に悪影響を与えている素掘水路を整備し、洗掘防止を図
る。

暗渠排水工事Ａ＝0.3ha
付近の山からの湧水が田で湧き出し耕作に支障があるため、暗渠排水を実施し乾田化を図る。

暗渠排水工事Ａ＝0.4ha
山からの湧水により乾田化を阻害しているため、暗渠排水を実施し農業経営の安定を図る。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

(農村整備課）

10,000 6,500 2,300 1,172 28

(農村整備課）

1,000 350 650

(農村整備課）

551,988 54,470 10,600 43,248 443,670

（商工観光課）

11,035 1,351 9,684

（商工観光課）

283 283

（商工観光課）

2,982 45 2,937

（商工観光課）

7 7

小計

現年度補助災害復
旧事業

現年度単独災害復
旧事業

勤労者福祉事業

商工総括事業

勤労青少年ホーム

消費者行政推進事
業

農用地及び農業施設の災害復旧事業（補助）災害調査・災害申請・査定設計書作成・査定・補助申
請・工事発注・地元分担金徴収

農用地及び農業施設の災害復旧事業（単独）災害調査・災害申請・査定設計書作成・査定・補助申
請・工事発注・地元分担金徴収

市内に勤務し又は市内に居住する勤労青少年の福祉の増進を図ることを目的として、レクリエーション
活動等の推進や健全なグループ活動の育成等を行う。

勤労者等の福利厚生の増進に向けて、労働者福祉協議会中部支部の事業費補助を行う。

商工観光課事務運営における諸経費

消費者行政推進に向けた参考資料購入
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（商工観光課）

553 553

（商工観光課）

657 657

（商工観光課）

167,706 167,706

（商工観光課）

1,237 601 636

（商工観光課）

2,499 1,000 1,499

（商工観光課）

2,509,108 45,000 2,441,429 22,679

（商工観光課）

151 151

労働対策事業

同和対策事業

商工業振興事業

企業誘致推進事業

地場産業振興事業

金融対策

中心市街地活性化
推進事業

同和地区出身者の雇用促進、企業内での同和問題研修の促進等を目的に、同和対策雇用促進協議
会及び同和問題企業連絡会の運営支援を行う。

商工業振興に関係する各種団体を対象とし、補助金交付または負担金を納める。商工業振興活動へ
の支援を目的とする。

市内への立地を希望する企業と市内企業を対象とし、企業訪問による情報収集を行なう。新規企業の
立地、市内企業の規模拡大に対し補助金を交付する。市外企業の誘致、市内企業の規模拡大を目
的とする。

倉吉市商工従業員激励大会事業等

地場産業の振興を目的とする関係団体に事業費補助を行う。ふるさと産業（倉吉絣、陶磁器等）を拡
大する者を対象に事業費補助を行う。

中小企業者に対する融資を円滑にし中小企業の振興を図ることを目的に、制度融資を実施する。

倉吉市中心市街地活性化計画の推進に向けた委員会を運営する。
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（商工観光課）

42,485 21,242 21,243

（商工観光課）

4,583 4,583

（商工観光課）

57,672 14,500 145 43,027

（商工観光課）

729 721 8

（商工観光課）

750 1,200 △ 450

（商工観光課）

3,818 3,818

（商工観光課）

10,403 18,106 △ 7,703

商店街等活性化事
業

近畿圏企業誘致推
進事業

観光一般事業

飲食物販施設管理
事業

中心市街地における商店街等のにぎわい創出に向けた商業観光事業の展開、大規模店舗県中部進
出予定に係る商業者支援（短期大学との連携による若者いきいきカフェ事業・中心市街地にぎわい創
出事業・地域通貨モデル実践事業）

近畿圏において、市内への立地を希望する企業を対象とし、企業訪問による情報収集を行なう。近畿
圏の企業の誘致を目的とする。

新市の地域資源を活用した観光振興を図るため、観光資源の掘り起こしや再認識により、県内外に向
けた効果的な観光情報発信と受入体制の強化による誘客、観光地魅力向上を推進する。

倉吉パークスクエアのアミューズメント施設「食彩館」の管理に係る経費

倉吉ふるさと物産館及び倉吉ふるさと工芸館の管理に係る経費
物産ギャラリー

まちかどステーショ
ン管理事業

伯耆回廊みちしるべ案内所（倉吉ほっとプラザ）の管理に係る経費伯耆回廊みちしめ
べ案内所及び駐車
場管理

まちかどステーションの管理に係る経費
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平成17年度予算

　　（　一　般　会　計　） 　　（単位：千円）

金　額(A) 国・県 地方債 その他 一般財源(B)
事　業　名

担当課要求額 事業の概要（手段、具体的なやり方、手順等）
         対象（誰、何を対象にしているのか）
         意図（対象をどう変えるのか、何を狙っているのか）

（商工観光課）

220,224 201,500 18,724

（商工観光課）

717 717

（商工観光課）

330 69 261

（商工観光課）

180 80 100

（商工観光課）

3,038,109 36,811 45,000 2,665,178 291,120

（一般会計）

26,697,970 3,783,436 897,000 4,325,372 17,692,162
合　計

せきがね観光施設
維持管理事業

関金エリアトイレ・公
園管理事業

自然歩道管理事業

大山国立公園管理
事業

小計

旧関金町の大山国立公園管理に係る経費

旧関金町の都市交流センターの管理委託料及び国民宿舎グリーンスコーレせきがねへの貸付金

旧関金町のトイレ・公園・街路灯等の管理に係る経費

旧関金町の自然歩道の管理に係る経費
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